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大規模災害等発生後の学校教職員の心のケアに関する国内外の研究の動向と課題
飯 田 順 子1) 高 村 岳2)及 茅 野 理 恵 3)
本研究の目的は， 大規模災害等発生時の学校教職員の心のケアに関する国内外の研究に関して文献研究を行い， 研
究の動向と課題を明らかにすることであった。 CiNii及びPsychINFOで関連論文を収集した上で， ①新たなデー タが
提示されていること， ②小学校， 中学校， 高校の教員を対象としていること， ③教員の体験とその後の心身の状態に
関する記述が含まれていること， の3基準で論文を選択したところ， 国内の論文が13件， 国外の論文が6件抽出さ
れた。 文献研究の結果から， 教員の惨事ストレスレベルの高さが示され， その影響は数年間にわたって見られること
が示された。 教員のストレス反応に影響を及ぼす要因としては， 「 自らの被災状況」「震災関連業務による業務量の増
加」「生活の変化によるストレス」「子どもの震災反応への対応の困難さ」「性別， 年齢， 不安の程度， テレビ報道への
反応などの個人変数」が見られた。 教員の心のケアに関する現状では， 災害後に実施された心理教育に関する記述，
スク ー ルカウンセラ ーの配置や派遣によるサポ ートに関する記述が見られた。 一方， いずれの論文にも， 教職員に対
するサポートの課題が挙げられており， 大規模災害発生時に組織として誰がどのように教職員のサポートを行うのか
事前に定めておくなどのシステムの整備が課題であることが示唆された。
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A literature review of stress care among school personnel 
in the time of large-scale disaster 
Junko Iida ll Ai Takamura 2l Rie Chino 3l 
The purpose of the present study was to review the research concerning stress care among school personnel in the 
time of large-scale disaster. The result of the search yielded 13 studies in Japan and 6 studies outside of Japan. The result 
showed that the critical incident stress level of the teachers was high and it lasted several years. The factors that affected 
teachers'stress level were "disaster exposure," "increase in the workload of the disaster-related tasks," "stress from life 
change," "difficulty dealing with childrens' disaster reaction," "demographic factors such as sex, age, anxiety reaction, 
reaction toward TV exposure." With respect to teachers'stress care, we found two types of description: psychoeducational 
program provided toward teachers, and support from school counselors. Most of the research indicated there is a lack of 
support toward teachers and it is important to think in advance who is responsible for providing support to teachers and how 
he/she does it in the time of large-scale disaster. 
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飯田順子 他 Junko I. et al. 
問題と目的
東日本大震災， 熊本地震， 鳥取県中部地方地震， 九
朴l北部豪雨など地域を揺るがす大規模災害が発生して
いる。 こうした， 大規模災害時に人が経験するストレ




であり， 例えば， 地震， 洪水， 噴火， 津波， 台風のよ






て， 以下のように紹介している。1 次被害者は， 直接
の被害者 ・ 被災者である。1.5次被害者という分類も
あり， ここには被災者の家族 ・ 保護者・遺族が含まれ
る。 消防職員， 警察官， 海上保安官， 自衛官など職業










場に置かれながら( 1次被害者）， 児童生徒や家族， 学


















201 7年3月時点で，CiNii を用いて， 「2000年以降」

















いと判断された論文が 11 件となった。 関連があると
判断された論文 46件の文献を確認し， ①質問紙調査，
インタビュー調査， 事例といった方法論で新たなデー
タが提示されていること， ②小学校， 中学校， 高校の
教員を対象としていること， ③教員の体験とその後の
心身の状態に関する記述が含まれていること， の 3 つ
の基準で論文を選択したところ，12 の論文が抽出され




PsycINFOのタイトル検索で， 「teacher AND disaster」






チャー チ地震＼インドネシア ・ ジャワ島地震汽中国・









災害の内容では， 阪神 ・ 淡路大震災2件， 東日本大震
災関連 10 件， 中越大地震 1件， ニ ュ ージーランド ・













2012) や， 改訂出来事インパクト尺度 (IES-R) を用
いている研究（小林，2015; Pfefferbaum et al., 2004), 
その他ストレス反応を測定している研究（小島他，
2013 ;倉戸，2001 ; Leonova, Zlokazova, Kachina, &
Kuznetsova, 2013; Seyle et al., 2013; Pfefferbaum et al., 
2004) ， バー ン アウト尺度が用いられている研究













告されている。また，倉戸(2001)やSeyle et al. (2013)
においても， 災害後の教員のストレスレベルの高さが
示されており， その影響は数年間にわたって見られる
ことが示されている（倉戸，2001; Seyle et al., 2013)。
質的研究においても， 教員のストレス反応に関する














して， 不安， イライラ， 恐怖， 落ち込み， 怒り， 疎外
感無気力感などが報告されている。 行動面の反応と
して，怒りの爆発，泣く，孤立などが報告されている。
身体面の反応として， 疲労感， 睡眠障害， 頭痛， 腹痛
などが示されている。 また， 心的外傷性ストレス症状








疲労 ・ 身体反応， 自律神経症状， うつ気分 ・ 不全感が
強く， 住居被害があった者も疲労 ・ 身体反応とうつ気
分 ・ 不全感が強かったという。 小林(2015) でも同様
の結果が得られており， 自宅が被災した教員の方が，
自宅が被災しなかった教員よりもIES-R得点及びうつ
病 ・ 不安障害のスクリーニ ング調査の得点が高かった








松浦，2012；吉井他，2016)。竹島 ・ 松原 ・ 佐々木(1996)
は， 被災住民と学校教員を対象に GHQ を用いてアン
ケートを実施した結果， 避難所で世話係をしている学
校教員の GHQ 得点は，被災住民よりも有意に高いこ
とを報告している。 また， 福島県では， 放射線災害へ
の対応にも迫られ， 教員が放射線量を測定し， 自ら情
報収集にあたっていたという記述もある（松崎，
















人日本家政学会研究発表要旨集， 68, 50. 
脚注
1. 2010年9月4日（震度7.1，)とその後2011年2月22日（震























7. ペリトラウマティックストレスは， DSM-IV の基準で示さ
れた， 外傷とi,,‘る出来事の最中•あるいは直後に経験され
る ‘‘恐怖， 無気力， 憂うつ” といった反応の強さであり，






松井プ ロ ジェクトの一 部として行われたものである。
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